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研究成果の概要 

チーム全体では、グループ間の共同研究、および産官学の連携や別 CREST領域との合同ワ

ークショップ等を通じて、分野横断型の研究を促進した。高前田 Gは、連合学習の信頼に関わる

成果として、新たなバックドア攻撃手法を発見し、より頑健な連合学習を実現するための方策を考

察した。また、ロバストで扱いやすい連合学習を実現する技術として、組込みデバイス向け軽量オ

ンライン学習方式と、クライアント間の分布差を測るクラスタリング連合学習アルゴリズムの開発を進

めた。吉岡 Gは、信頼される分散機械学習ハードウェアで必要となる要素技術として、コンピュート

インメモリ（CIM）に適した新たな確率的近似計算アルゴリズムを開発した。本方式に基づく CIMハ

ードウェアを開発し、大幅に電力効率が向上することを示した。今泉 Gは、(i) ニューラルネットワ

ークの量子化の影響を記述する理論開発、および、(ii) 公平性を制御する連合学習手法の開発と

理論評価を行なった。(i)では、レプリカ法を用いて量子化の際の数および量子化範囲の相転移現

象を発見し、それに基づいたパラメータ選択の尺度を与えた。(ii)では、公平性指数を導入した分

布外汎化法を活用した連合学習手法を開発し、実効性を評価した。高瀬 Gは、非同期・非中央集

権型の分散システムについて、ローカル学習とモデル更新の順序を考慮した連合学習方式を開

発した。また、連合学習の信頼性を評価するための分散シミュレータの開発を開始した。仮想技術

を用いた実証的評価環境については、情報世界と物理世界の時間同期を効率的に実現する通信

技術の開発を進めた。木谷 Gは、道路や土木フィールドのダイナミックセンシングに関して、地元

産業界と協力し、計測手法の研究開発と実証を行った。また、モビリティメーカーやライフサイエン

ス関連組織と協力し、デジタルインフラデータの利活用と更新・維持管理のニーズについて議論を

重ね、必要な研究開発項目を明らかにした。 
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